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第４９次南極地域観測協力行動について第４９次南極地域観測協力行動について

防衛省 海上幕僚監部

南極観測支援班

資料9
第12回

南極地域観測統合推進本部総会

H20.7.10
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総 行 動 日 数 １５１日

南極圏行動日数 ９９日

総 航 程 約20,000マイル

南緯55度

東 京(晴 海)

19.11.14(水) 出 港

20. 4.12(土) 入 港

リュツォ・ホルム湾

19.12.8(土) 20. 3.15(土)

フリーマントル

19.11.28(水) 入 港

19.12. 3(月) 出 港

シドニー

20. 3.20(木) 入 港

20. 3.26(水) 出 港

19.12.14 氷海進入 20.2.28 氷海離脱

昭和基地昭和基地

昭和基地沖
19.12.26(水)接岸
20. 2.15(金) 発

(観測隊乗艦) (観測隊退艦)

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

「しらせ」第49次行動実績「しらせ」第「しらせ」第4949次行動実績次行動実績
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氷

山

列

氷

山

列 南極大陸南極大陸

オングル島オングル島

昭和基地昭和基地

停留位置停留位置

11
.2
6 
定
着
氷
縁

4848次次
定着氷進入定着氷進入
12.17 2051i12.17 2051i

12.16 12.16 定着氷縁着定着氷縁着

:48:48次実航跡次実航跡

:49:49次実航跡次実航跡

04
0E

04
0E

1465回12.26 0853i12.16 2247i49次

391回

509回

425回

ﾁｬｰｼﾞﾝｸﾞ回数

12.23 2150i12.17 2051i48次

12.24 2144i12.16 0035i47次

12.21 1559i12.19 2227i46次

停留点着定着氷縁着回次

過去の砕氷航行状況(往路昭和基地沖停留点まで)

12.1712.17

12.1812.18

12.1912.19

12.2012.20

12.2112.21

12.2212.22

12.2312.23

12.2412.24

※※((氷厚氷厚cm/cm/積雪積雪cm/cm/ﾁｬｰｼﾞﾝｸﾞ回数ﾁｬｰｼﾞﾝｸﾞ回数))

(120/30/36)(120/30/36)

(120/70/77)(120/70/77)

(120/50/134)(120/50/134)

(150/80/98)(150/80/98)

(180/100/103)(180/100/103)

(180/100/164)(180/100/164)

(180/80/263)(180/80/263)

4.8nm4.8nm

3.0nm3.0nm

6.7nm6.7nm

3.4nm3.4nm

1.6nm1.6nm

5.7nm5.7nm

6.6nm6.6nm
6.8nm6.8nm

(160/60/283)(160/60/283)

弁天島弁天島
左島左島

右島右島
12.2512.25

(160/20/249)(160/20/249)
12.26 0300i12.26 0300i

砕氷航行状況(19.12.26 接岸)砕氷航行状況砕氷航行状況(19.12.26 (19.12.26 接岸接岸))
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（１） 物資輸送

ア 内容別輸送量

イ 輸送手段別輸送量（昭和基地向け物資）

（２） 人員輸送

船上観測物資を含む。３５０．０南極基地～東京持 帰 り 物 資

船上保管物資を含む。８７２．０東京～南極基地第４９次隊物資

記 事重量（トン）輸 送 区 間内 訳

４５２．０パイプ輸送

８５１．０２２５．０氷上輸送

１７４．０空 輸

（トン）重 量輸送手段

（空 輸） （氷上輸送）

（雪氷サンプル持ち帰り）

輸 送輸輸 送送

５９

５４

※４

２０

３５

５

２０

２９

員 数

夏隊同行者

夏 隊
第４９次

南極基地

～

フリーマントル

越冬隊第４８次

復

路

第４９次

夏隊同行者

夏 隊

フリーマントル

～

南極基地

越冬隊
往

路

輸送区間区 分

※ 同行者１名(豪)は航空機で帰国
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◇建 築
・基地貯油タンク燃料配管工事
・Ｃヘリポート補強・塗装工事
・コンテナヤード取付道路工事
・第１ダム堤防工事
・暖房用燃料タンク基礎工事 ｅｔｃ．

◇機 械
・１号発電機オーバーホール
・非常用物品庫電気工事
・貯油タンク燃料配管高架架台工事 etc．

◇その他
・島内一斉清掃

・基地作業：延べ４７８人・日

観測地点： １７箇所

期 間： １２月中旬～２月中旬

空 輸： 約１２０便

観測項目： 生物、海洋、地学等

リュツオ・ホルム湾周辺

スカルブスネ
スルンドボークスヘッダ

スカーレン

スカルブスネス
ラングホブデ

Ｓ－１６昭和基地
Ｓ－１７

パッダ島
ヒューカ

Ｈ－１００

30NM

60NM

Ｈ－５７

ボツンヌーテン

オングルカルベン

※アムンゼン湾：１箇所 ７便

基地作業支援基地作業支援基地作業支援

野外観測支援野外観測支援野外観測支援

回収気球実験支援回収気球実験支援回収気球実験支援

１９．１２．３０ 及び ２０．１．４

計２回、計画どおり実施

ヤルトオイ

日の出岬

明るい岬

新南岩
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停船観測 漂流ブイ放流

オーストラリア

フリーマントル
シドニー

８０E １００E １４０E１２０E

４０S

６０S

昭和基地

重力観測（航走）

海底圧力計
設置・回収

船上地磁気及び海上重力測定
（８の字航行）

鯨類目視観測

プランクトン採取プランクトン採取

ＳＴ．１７

ＳＴ．１８

ＳＴ．１９

ＳＴ．２０

ＳＴ．６

ＳＴ．７ ＳＴ．８ ＳＴ．９ ＳＴ．１０

ＳＴ．１１

ＳＴ．１２
ＳＴ．１３

ＳＴ．１４

ＳＴ．１５
ＳＴ．１６

ＳＴ．１

ＳＴ．２

ＳＴ．４

ＳＴ．５

荒天につき
取止め

ＳＴ．３

海洋観測支援海洋観測支援海洋観測支援
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しらせ実績しらせ実績しらせ実績

同行者

観測隊員

３６，６５０回総チャージング回数

１，３１８名輸
送
人
員 １２９名

約２３，９００ｔ総輸送物資量

約５，０５０ｔ総持ち帰り物資量

約５４３，５００ＮＭ総航程

３８０３日総行動日数

（第２５次～第４９次までの実績）
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次期砕氷艦「しらせ」の建造状況

防 衛 省

資料１０
第１３２回

南極地域観測統合推進本部総会
H20.7.10



22

１ 「しらせ」命名・進水式

平成２０年４月１６日
ユニバーサル造船 舞鶴事業所において

写真出典： 防衛省ホームページ
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

概　要

○
契
約

◎
起
工

▽
ブ
ロ

ッ
ク
搭
載
開
始

　
▽
主
機
搭
載

　
○
軸
心
見
通
し

△
進
水

◆
第
１
回
入
渠

◆
第
２
回
入
渠

　
○
主
機
機
動

◆
第
３
回
入
渠

◆
第
４
回
入
渠

　
○
確
認
運
転

●
引
渡
し

（
就
役

）

詳細設計

船殻工事

船体艤装工事

機関艤装工事

電気艤装工事

観測装置
装備工事

航海光学
装備工事

通信情報
装備工事

電測装備工事

17Fy　　　　　　年度・月
項　目

18Fy 19Fy 20Fy 21Fy

詳細部分(詳細構造、詳細配置、装備品等)の検討・図面作成、承認／各種装備品等の試験方法の検討

船殻工事(小組→大組→ブロック搭載)、ぎ装品搭載準備、構造関係の検査

居住区ぎ装、諸試験、海上公試先行ぎ装(一部の装備品)、大型ぎ装品搭載、航空関連ぎ装

諸試験、係留公試及び海上公試機械室ぎ装、推進軸、プロペラぎ装

諸試験、調整試験及び海上公試電纜、発電機、推進電動機、配電盤等ぎ装

調整試験及び海上公試観測器材関連ぎ装

調整試験及び海上公試

調整試験及び海上公試

調整試験及び海上公試

ジャイロコンパス、測深儀等ぎ装

無線機装置、送受信装置、空中線ぎ装

レーダー通信装置、レーダー用電子機器、電纜敷設

77月月1010日現在日現在
２ 「しらせ」工程線表
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３ 船舶建造の流れ

基本計画・基本設計
（防衛省が実施）

建造契約建造契約

詳細設計及び各種検討
（極地研・防衛省・造船所）

①鋼材発注・受領 ②鋼材加工 ③小組み

艤装品発注・受領

④大組み・ブロック組立 ⑤ドックへのブロック搭載
主機／推進軸艤装 ⑥進 水

⑦艤 装 ⑧海上公試・就役

（一部ぎ装品搭載）

（ぎ装品搭載）

艤装品
詳細仕様決定

材料・
寸法等決定

官給・発注

現段階で
の１７AGB
建造作業
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４ 「しらせ」建造状況（その１）

１ 現在の状況
（１）船体構造ブロックの搭載終了し、進水
（２）岸壁において艤装中

２ 艤装岸壁
ユニバーサル造船舞鶴事業Ｄ４岸壁

D4岸壁

（ぎ装工事）

３号ドック
（ブロック搭載）
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５ 「しらせ」建造状況（その２）

船体構造ブロックの搭載終了（２月１９日）



77

６ 「しらせ」建造状況（その３）

クレーンの搭載（３月２５日）

クレーン
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７ 「しらせ」建造状況（その４）

進水直前（４月１４日）の様子
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８ 「しらせ」建造状況（その５）
進水式（４月１６日）
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